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2018年北海道胆振東部地震では厚真町を中心に多くの斜面変動（slope movement=landslide）が

発生した．これによる崩壊面積は明治以降わが国最大とされる（国土交通省砂防部）．また，厚真町

での人的被害（死者36名）はすべてこれによるものである．この講演ではこれらの概要を紹介し，な

ぜこのような規模の斜面変動が起きたのか，その地形地質条件について検討したい．また，地震によ

る斜面変動は，およそ4ka にも厚真町付近で発生していた．古地震の指標としての地すべり堆積物に

ついても，できれば触れたい．なお，この講演の内容の大部分は末尾文献に示した共同研究者との共

同作業の成果である．また，日本地すべり学会北海道支部調査団・日本応用地質学会調査団による調

査結果も含む．  

斜面変動の発生した厚真町地域の山地や丘陵は NNW-SSE方向に軸をもつ褶曲した新第三紀堆

積岩類から構成され，これを覆って主に西方の支笏カルデラ，恵庭岳，樽前山に由来するテフ

ラが分布する．とくに，この地域は樽前 d 降下火砕物（Ta-d; 9ka：9ka,以下年代は，中川ほか，

2018）の分布の主軸にあたる（古川・中川，2010）．これらの地形地質条件を反映して斜面変動は，

１）新第三紀堆積岩類の岩盤すべり・崩落，２）降下火砕物のスライド，３）人工改変地のスライ

ドに大別される．いずれも過去の内陸地震で，これまでもたびたび発生してきたタイプである． 

新第三紀堆積岩類の分布地域では層面に沿って滑る岩盤並進すべり（rock block slide）や

岩石崩落（rock fall）が発生した．岩盤すべりの代表例が日高幌内川右岸,むかわ町ルベシベ

川右岸などの砂岩泥岩互層・硬質泥岩の地すべりである．平取町二風谷ダムの右岸でも礫岩砂岩

の並進すべりが発生した．いずれもすべり面の傾斜（層理面）は5°～20°と緩く，多くは既存

の地すべり地形やその隣接地で発生している．砂岩礫岩の急崖では，岩石崩落（rock fall）が

みられ，岩盤すべりの末端が山腹斜面に位置する場合は移動体の一部が崩落した（ルベシベ川）．

なお，比較的急傾斜の流れ盤（逆目盤）斜面では層すべりが発生し，末端で崩落した例もある．

末端で座屈が起こっていたかもしれない．  

もっとも広く発生しかつ人的被害の原因となったのは，降下火砕物のスライドである．

Varnes の分類では debris slide（または soil slide，一部は-flow）であるが，ここでは

成層した降下火砕物を強調するため，降下火砕物のスライドと呼ぶ．一部は流動化した．これ

はマントル堆積した Ta-d（厚さ 1～2m）とそれより後の樽前テフラ（Ta-c,-ｂ）と黒色土壌か

らなる土層（合わせて 1.5～3m）が，Ta-d 基底直上附近をすべり層としてスライド（すべり）

したものである．Ta-d が薄い場合や下位に恵庭 a テフラ（En-a:19－21ka）などの風化火山灰

土がある場合にはそれらにすべり層が形成されている．崩壊直後には崩壊面にはすべり層（ハ

ロイサイトを含むカスタードクリーム状粘土：厚さ 1～3cm）と流下方向に擦痕と水の流下した

ような跡が見られた． 

Ta-d は最上位にスコリア堆積物があるが，大部分は軽石からなる．傾斜 32°付近より緩い

斜面では比較的マッシブな降下ユニットがマントル堆積しているが，それより急な斜面では逆

級化構造の明瞭な崖錐堆積物（scree）である．一般に上半部の色調は赤色～赤褐色（赤色帯）

で下半部は灰色～淡緑灰色（灰色帯）であり，その境界は凸凹で大きく上下に変化する．境界

付近は白色粘土質となっており（白色粘土帯），ハロイサイトは白色粘土帯で多く，灰色帯にも

含むが，赤色帯には認められない．その含水率は最大 200％をこえ異常に大きい．地震動によ

り，層面に平行なせん断破壊が発生，粒子の破砕が起きてすべり層が形成，間隙水圧が上昇，

流動化したと考えられる（すべり面液状化：例えば佐々，2007）．なお，Ta-c（2ka）や江戸時

代の Ta-b からはハロイサイトは見つかっていない． 

降下火砕物のスライドは発生場の地形によって形態や規模が違うように見える．そこで，厚

真川流域の谷底低地に押し出したものついて，傾斜や崩壊斜面の形状によって５タイプ，それ

らの複合した 2 タイプを区分した．一般に地震時の斜面変動では，凸型などの不整形斜面で振

動が増幅される（地形効果）ため，このような斜面での崩壊が多いが，今回はむしろ様々な谷



形の斜面が崩壊源となった．これらの斜面形は最終氷期から現在にいたる厚真川流域などの斜

面の形成史を反映したものである． 

想像をはるかに超えた土砂災害が発生した理由は，次のように考えられる．この地域の地形

（斜面）はおよそ 1 万年前までに形成され（柳井，1989），その上に適度な厚さの Ta-d がマン

トル堆積していたため全方位斜面が流れ盤となっていたこと．En-a や Spfa1 はもちろんであ

るが，Ta-d の火山ガラスが 9 千年という十分な風化進行時間（井上，1996）を経て粘土鉱物

化していたこと．下刻などによりテフラの下部切断等が起こっていたこと．このため，きわめ

て緩い斜面から平滑な急斜面まで様々な斜面でスライドが発生した． 

地震による斜面変動の発生には地形地質条件だけではなく，その震源特性や伝播経路特性，

ごく微小な地形などのサイト増幅特性が大きく関与する．上述の地質条件を満たしていてもス

ライドの発生しない斜面もある．今回の地震では新第三系の地質構造や地質分布にも規制され

ているように見える．例えば，背斜構造をした軽舞層の地域で崩壊が多いようにみえる．これ

が地下構造によるものか，軽舞層がつくる組織地形に関係するのか，課題は多い． 
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